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概念 言語（≠国語）に繊細な感覚を持つ教師

1. 日本語を学んでいる子どもたちの言語背景、経験、習得のありようについて知る 

2. 教室のさまざまな活動が持っている言語的要求がどの程度かを把握できる 

3. 第二言語学習の主要な原則を適用する

a. 会話に必要な言語能力は、学問的な言語能力とはまったく異なっていること。

b. 日本語を学んでいる子どもたちは、今できることに少し背伸びする程度のインプットが必要。

c. 本物のコミュニケーションを介したやりとりは，日本語の学びをも促進させる

d. 第一言語で学んだスキルや概念は、第二言語へ移行する。

e. 第二言語を使うことに対する不安感・緊張感は，学習を進める上で大きな壁になることがある

4. 日本語を学んでいる生徒の学習を促進するための足場作り（ステップづくり）の必要性

言語に繊細な感覚を持つ教師の方向性
① 社会言語学的な視点を持っていること

• 言語・文化・アイデンティティが相互に関係していることへの目線

• 言語を使うことと教育の間には社会的・政治的なものが関係していることへの目線

② 言語的多様性に対して価値を持っていること

③ 日本語を学んでいる子どもたちを支えようとする姿勢を持つこと

言語に繊細な感覚をもつ教師が持つ知識とスキル

出典
Lucas, T. & Villegas, A. M. (2010). A Framework for Preparing Linguistically Responsive Teachers, Lucas, T. (Ed). Teacher Preparation for Linguistically Diverse 
Classrooms. Routledge, p.56



具体を考え概念を得る例
社会案 ものの価格の決まり方を考え市場メカニズムの概念を得る

教育出版 中学社会 公⺠



具体を考え概念を得る例
社会案

要素赤 全体を貫く問い
ものの値段はどう決まるのか？

要素青 中心となる具体例
需要供給曲線に沿って，個数と価格，需要と供給の関
係を具体的に考える

要素緑 特有の用語
需要・供給・需要曲線・供給曲線・均衡価格

要素黄 概念
価格を均衡価格へ導く働きを市場メカニズムという
企業はすきかってに価格を決めるのではなく，市場メ
カニズムのはたらきに導かれて価格を決めている！

この4つの要素をどのように組み合わせて授業にしますか？
（展開の順序・具体例・用語の関係・説明や指示の言葉のかけ方）

ものの価格の決まり方を考え市場メカニズムの概念を得る



要素赤 全体を貫く問い
ものの値段はどう決まるのか？

要素青 中心となる具体例
需要供給曲線に沿って，個数と価格，
需要と供給の関係を具体的に考える
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要素黄 概念
価格を均衡価格へ導く働きを市場メ
カニズムという
企業はすきかってに価格を決めるの
ではなく，市場メカニズムのはたら
きに導かれて価格を決めている！

順序を考える（例） 具体的に何をするか？ 教師のセリフ（一部を具体的に）

具体を考え概念を得る例
社会案 ものの価格の決まり方を考え市場メカニズムの概念を得る



具体を考え概念を得る例
社会案 ものの価格の決まり方を考え市場メカニズムの概念を得る

教育出版 中学数学1



要素赤 日常の例から考える
宝物はどこにあるのか？

要素青 直線の定義を得る
2点A・Bを通る線から，直線AB,半直線AB，線分AB
の違いを知る。

要素緑 問題を解く
たしかめ1の問題を解くこと
たしかめ2の問題を解くこと

要素黄 角の定義を得る
直線ℓと直線mのまじわりから，角を考える
角の表し方を知る

この4つの要素をどのように組み合わせて授業にしますか？
（展開の順序・具体例・用語の関係・説明や指示の言葉のかけ方）

定義を知り具体を解く例
数学案 平面図形の基礎として直線と角を説明し理解する



要素赤 日常の例から考える
宝物はどこにあるのか？

順序を考える（例） 具体的に何をするか？ 教師のセリフ（一部を具体的に）

平面図形の基礎として直線と角を説明し理解する

要素青 直線の定義を得る
2点A・Bを通る線から，直線AB,半直
線AB，線分ABの違いを知る。

要素緑 問題を解く
たしかめ1の問題を解くこと

要素黄 角の定義を得る
直線ℓと直線mのまじわりから，角を考
える
角の表し方を知る

要素緑 問題を解く
たしかめ1の問題を解くこと

定義を知り具体を解く例
数学案



① やさしい日本語で話す

② 見える化
具体，実物から言葉を当てはめる

③ パターン化

④ 言葉をひらく

⑤ ねだん／価格（重要用語でかぶせる）

⑥ あるあるなニュースや時事を前提にし
ない

⑦ 母語に頼る

⑧ 流れを組みかえる

⑨ 日頃から流れをつくっておく

⑩ 覚えなくてはならない言葉を精選し，
場合によっては削ぐ

ことばの
配慮

日本語指導などの場でのノウハウ
在籍学級／昼間のクラスで使えるのは？ なぜ？

当⽇の話し合いからの板書



検討 在籍教室の中でこれを行うためには？

Ⓐ
明日の授業で
すぐに

Ⓒ
学校として
じっくり

Ⓑ
学級の風土と
してじっくり

短期的 長期的

学校で

教室で

学年で

家庭で全体的

個人的

Ⓓ
行事的に
企画的に

Ⓔ日本語取出教室と
の連携で

Ⓕ家庭との連携で



検討 在籍教室の中でこれを行うためには？

短期的 長期的

インプット（理解支援）

視覚化

操作化

動作化

見てわかる

動かしてわかる

やってわかる（体験化）

図で示す

選択肢から選ぶ

動きで表現する

アウトプット（表現支援）

＋やさしい日本語 ＋やさしい日本語

日本語母語話者だけの空間では
教師も生徒もインプットとアウトプットを言葉に頼りがち

さまざまなインプットとアウトプットを
言葉以外に開き，それに言葉を加える

＋
ことばの成長をじっくりと

見守る視点

母語を持っていること
複数の言語を使うことの

全体的理解

多数者側にとって
未知の言葉を使用される

ことへの寛容性

など



概念 インクルーシブとは何か？ 何のために何を変えるか？

言語を
対応する

活動を
対応する

テーマ(内容)を
対応する

目標を
対応する

個別化：違いは解消するもの
差を埋めてみんなを同じところに

個性化：違いは祝福するもの
差を認めて個性が重なり合うように

今日のような
理解支援･表現支援

やさしい日本語

母語で理解したり
表現したりする

選択肢で答える人も
フリーで答える人も

共通する身近な例
を考える

それぞれが例を
考えて重ねる

方向目標は同じ
目標の到達度に

関心

異なるアイデアを
考える活動

方向目標が異なる
方向性の深さや広

がりに関心

アコモデーション
（学習の周辺の環境を調整する）

モディフィケーション
（学習内容や目的を変えていく）

何のために何をしているのかを考えることが重要
• 目標の個性化のために言語対応を個別化しているのか，目標の個別化のために言語対応を個性化しているのか？
• 目標の個性化のために活動を個別化しているのか？
• 目標の個別化のためのテーマの個性化なのか？ など

参考⽂献
Hall, T., Vue, G., Koga, N., and Silva, S. (2004). Curriculum Modification: Curriculum Enhancement, National Center on Accessible Educational Materials. 
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